
No 意見要旨

1 　「① 幼児・児童の遊びやレクリエーション」で止まっているが、それをどうするのかという言葉（「提供」など）を追加したほうがいい。

2 　メディアが子どもたちが運動から離れてしまう一番の原因になっている。親とのスキンシップも含めた体験会やイベント等を期待したい。

3
　「② 親子で体験できるスポーツ機会の提供」について、親自身がスポーツに前向きではなくても、親子で楽しむためにやってみようかなというきっかけ
になるため、新しい案としてとても素晴らしい。ぜひ進めていただきたい。

4
　「③ 多様なスポーツ体験の提供」について、貧困対策にも関係するが、子どものスポーツ・運動体験格差への対応も重要であることから、記述があると
いい。

5
　「④ 学校の体育・保健体育授業の充実」について、幼少年期の体験が将来スポーツを好きになるか嫌いになるか決定づけると言われており、学校（小中
高の保健体育課）だけでは少し物足りない。「幼児体育」という言葉もあるため、そのあたりも充実していただけるといい。

6 　「（④ スポーツと）他分野の連携によって無関心層の運動促進」がとてもいい表現で賛成。

7
　働き盛り世代の運動意識が希薄になっており、意識が向いている人と意識が向かない人の差が大きいと感じる。健康寿命の延伸や医療費の抑制という面
でも、働き盛り世代へのアプローチをどうしていくべきか、また、アプローチをしたあとのフォロー、定着化はどうすればいいのかというところも大事な
観点。

8
　具体的な評価指標の中に、働き盛り世代・子育て世代等の忙しい世代がどれだけ健康・ウォーキングアプリを活用したかというところも反映してもらえ
るといい。

3
スポーツ愛好者がスポーツを楽しむ機会
を拡充します。

9
　アーバンスポーツは、環境や観光と連携することで健康的に広まっていくと思うので、体験会よりも指導者が伝える目標や内容こそが重要。分科会のよ
うな会を作りながら、目標や方針を決めていただきたい。

10
　強化指定を受けているパラ選手は一般のクラブチームや高校等で練習をされており、一緒にスポーツをとおして行う活動も障害の理解につながっている
と思っているので、いろいろなところで活動ができる雰囲気を作っていただきたい。

11
　パラスポーツ体験会という単発のイベントで終わるのではなく、障害のある方のスポーツを知った後の日常的な活動につなげていけるようにしていく必
要がある。

12 　「③ 高齢者のスポーツ・運動機会の提供と世代間交流の機会提供」について、今後の具体策（担当やイベント、予算等）を期待したい。

13
　地域に根差したスポーツ、アスリートを企業として支え、引退後もスポーツ振興のために指導者としてかかわる形を作っていきたい。良い指導者がいな
いと競技は強くならず、コーチ、監督が実力者であることがスポーツの質を高めていくために重要。

14
　部活動の種目、競技よりもアーバンスポーツ・マイナースポーツをやりたいという子どもたちが多くなっているので、アスリートが指導者になったとき
も企業に支えていただくことが重要。

15
　「② 優秀指導者の確保」について、プロスポーツの指導者は非常に大事で、監督だけではなく、いろいろなスタッフがいてこそ、トップのパフォーマン
スを発揮できる。

16
　指導者が常に新しいトップレベルの指導のメソッド・エッセンスを享受できる環境を作ることも非常に大事。スポーツ医科学と同様、指導の分野におい
ても県内のスポーツ団体の横連携ができるといい。

17 　競技団体間で広域に連携することで、遠方でも普及していない競技を体験できる仕組みがあるといい。

18
　スポーツの低年齢化が続いていく中、競技力を上げるためには人間力の向上がなくてはならない。環境や自然との関連をアスリートに分かりやすく伝え
る等、健康的なスポーツという観点は重要視していきたい。

3
競技人口の裾野の拡大とジュニア選手の
発掘・育成・強化に取り組みます。

Ⅱ
世界や全国で活躍
するトップアス
リートの育成

1
アスリートの競技力向上と本県への定着
を図ります。

令和６年度 第２回新潟県スポーツ推進審議会（8/7開催）における意見要旨

施策の柱

Ⅰ
多様な主体におけ
るスポーツ機会の
創出

1
こどものスポーツへの意欲向上や習慣化
等に取り組みます。

2
スポーツに親しみのない人々のスポーツ
参加を促します。

5

主要施策

年齢・性別・障害や体力・技術の有無に
かかわらず、スポーツに親しむことがで
きるインクルーシブなスポーツ環境をつ
くります。
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No 意見要旨施策の柱 主要施策

19 　地域が自ら資源を使って何か事業を興すという点がとても大事。

20
　スポーツツーリズムに取り組んでいるが、スポーツ団体だけではなかなか難しいというのが正直な実感。広域の連携や、地域の誰かというところをしっ
かりと浮き立たせた状態でコミュニケーションが取れると、いろいろな提案を出しやすい。

21
　特に人口が減少しているキャパの小さい地域において、ツーリズムをやろうと思っても自分たちの資産を活かせない。広域的な取組、あるいはいろいろ
な団体を巻き込んでいく活動がスポーツツーリズムの一番のポイントになるので、「広域での連携」といった内容を盛り込めるといい。

22
　「② スポーツを資源とした交流拡大の取組（スキー、サイクル等）」について、新潟ならではのウィンタースポーツの充実という意味で、いろいろなイ
ベント開催を期待したい。

2
地域スポーツの推進拠点、地域連携の結
節点となる総合型地域スポーツクラブを
育成します。

23
　登録・認証制度が令和４年度からスタートしているが、登録のメリットが不明瞭、市町村や行政が制度について理解がないということがアンケート結果
からでている。「（② 総合クラブの）認知度向上（登録・認証制度）」と入れていただき、そうした課題も少し解決できると考えている。

24
　子どもと一緒に体育館や広いスポーツ施設で体を動かしたいときに、なかなか施設が見つからないことがあるため、雨天でも遊べる広いスペースや施設
の情報発信が増えるとありがたい。

25 　地域の活性化を維持するために、スポーツをする環境づくり・施設づくりを進めるように提言をしていきたい。

4

中学校部活動の地域移行を契機とした、
地域の実情に応じた地域クラブの整備を
促進し、新たなスポーツ環境の構築につ
なげます。

26
　「① 関係者の連携強化、市町村の主体的な取組（の促進）」について、少子化により、市町村単位ではなく広域連携をしていかなければならず、送迎や
活動に参加できるのか等の課題が出ている。「市町村」だけではなく「広域」という言葉を入れてもらえるとありがたい。

27
　スポーツをすることで得られるメリットや付加価値を見える化したポイント・目標があったりすると、スポーツに前向きに取り組むきっかけになる。ポ
イントという目標設定ができる健康・ウォーキングアプリの取組はすごくいい。

28
　施設と提携してポイントがつく等、ウォーキングをしなくても付加価値を付けるような形にすると、それなら行ってみようという気持ちになると思うの
で、アプリも含めて全体をつなげていくような形でやれたらいいのでは。

29
　車移動が必須の地域のことも加味し、ウォーキング以外の移動手段（サイクリング等）やスポーツボランティアなどでも、何か付加価値を別な形で検討
していただけるといい。

30 　アプリは進化していくから、いろいろなところに紐づけていくと魅力的になるのではないか。

31
　働き世代でアーバンスポーツを嗜好として行っている人たちが非常に多いという印象があるので、１「② 親子で体験できるスポーツ機会の提供」や３
「③ アーバンスポーツ等の新たなスポーツの体験機会の提供」、さらに「Ⅳ ～スポーツツーリズム～」につなげていけるのでは。１つ１つ分けるという
よりは、全体を見ながら機会の提供を考えていけるといい。

32 　（それぞれの項目間で）横ぐしを刺すようなことがもう少しイメージできるといい。

33 それぞれの項目が関連しているので、評価指標で関連する項目を連携させて整理してもらえるといい。

34
　スポーツが嫌いと答える子どもが多い一因として、どうしてもスポーツのイメージがいわゆる富国強兵の時代の体育というところが刷り込まれ、スポー
ツという言葉が出た瞬間に身を引いてしまうのではと感じる。「スポーツとはこんな（楽しい）ことだよ」というようなものをどこかにあらわせると、ス
ポーツへのハードルが低くなり、この計画自体がよりハードルの低いものになってくる。

プラン策定全般について

Ⅲ
スポーツを資源と
した地域活性化・
交流拡大

2
地域自らが地域資源を活用して交流拡大
を図るスポーツツーリズム等の取組や、
まちづくりの取組を促進する。

Ⅳ
地域のスポーツ実
施体制の整備・充
実

3
スポーツ環境の基盤となる場の充実を図
ります。

5
デジタル技術を活用して健康・運動活動
を促進する仕組みを構築します。
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